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は　じ　めに

栃原岩陰遺跡は、昭和40～53年（1965－1978）にかけて信州大学を中心とした発掘調査が行われ、縄文

時代草創期末～早期を中心に数多くの土器、石器、骨角器、獣骨、そして12体に及ぶ人骨等が確認されて

います。また昭和58年（1983）にも一部で発掘調査を行い、その後昭和62年（1987）には、国史跡に指定

されました。

さらに村教育委員会では、栃原岩陰遺跡の重要性を踏まえ、平成4年（1992）には北柏木村考古博物館

をオープンさせ、遺物の展示・収蔵や研究を行い、広く普及に努めています。しかし、遺跡そのものは岩

陰を形づくる泥流部の風化や土砂の流入が激しく、何らかの保存処置が望まれておりました。

そこで平成10年（1998）に当遺跡発掘調査に参加の先生方他、考古学・地質学専門の先生方、及び村内

の関係諸氏による「栃原岩陰遺跡保存整備委月会」を立ち上げ、国庫補助事業として遺跡の保存整備事業

を行っていくこととなったのは大変喜ばしいことであります。

さて、この過程で遺跡の東北部に位置する「天狗岩岩陰」の発掘調査の必要性があげられ、村教育委員

会では平成11年度国庫補助事業の中で、これを行う運びとなりました。

結果的にこの調査からは、栃原岩陰遺跡に含まれる「天狗岩岩陰」が豊富な遺物を埋蔵する極めて優れ

た遺跡であることが判明しております。今後村教育委員会としてもこれらを踏まえた遺跡の活用方法を模

索していく所存です。

最後になりましたが、栃原岩陰遺跡保存整備委員の各先生方はじめ、文化庁、長野県教育委員会の関係

各位、発掘に先立ち遺跡内の草刈り等の便宜を図ってくださった栃原地区の方々、その他一連の調査に対

し御尽力を頂いた方々に対しまして、深く感謝申し上げます。

平成14年3月

北相木村教育委員会



例　　　言

1．本書は平成11年度国庫補助事業による、長野県南佐久郡北相木村上ノ段、栃原岩陰遺跡東北部・天狗

岩岩陰の発掘調査報告書である。

2．調査は平成10年度より始まる国庫補助事業の栃原岩陰遺跡保存整備事業に伴い、これまで未調査の箇
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7．本書に掲載した遺物は、全て北相木村考古博物館に収蔵している。
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・セクション図における網掛け部は泥流の落盤を示す。

・セクション図の標高は図中に記した。

・土器の胎土に繊維を含むものは断面に黒丸を付した。

・土師器内部のスクリーントーンは黒色処理を示す。

・遺物写真の縮尺は挿図と同一である。
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1栃原岩陰遺跡「天狗岩岩陰」について

栃原岩陰遺跡は相木川の右岸、標高約930mに位置し（第1図）、よう壁を挟んで県道上野小海線と摸し、

その直下は千曲川の支流相木川である（第2図）。長野県下の遺跡としてこの栃原岩陰遺跡はあまりにも有

名であるが、実はこの遺跡が大小複数の岩陰からなることはあまり知られていない。

やや巨視的に見ると栃原岩陰遺跡は長野県東部の南佐久郡北相木村に在り、東は関東山地に囲まれてい

る。遺跡周辺地質の基盤は秩父帯と呼ばれる古生代および中生代に形成した堆石岩である。一方千曲川を

挟んで西側にそびえる八ヶ岳は、過去噴火活動を繰り返しつつ、村の自然環境にも多大な影響を及ぼして

きた。現在北相木村の久保地区にまで見られる泥流堆積物仕岩泥流、軽井沢泥流、千曲川泥流）も、こ

の八ヶ岳が起源とされる。さて泥流の堆積を河川が浸食することによって小さな洞窟状地形、岩陰（ノッ

チ）が造られるが、本村の中央を流れる相木川も、このようにして岩陰を形成しつつ千曲川に流れ込む0

この相木川沿いには大小200を越す岩陰が存在する。この岩陰は段丘との対比などから区分され、形成期が

求められているが、栃原岩陰遺跡を含む岩陰郡の形成時期は約9，000年前とされている（利捗2001）。

冒頭にも記したように、栃原岩陰遺跡は3箇所の岩陰からなっているが、信州大学が中心となった「栃

原遺跡発掘調査団」が昭和40～53年（1965－1978）まで発掘調査を行ったのは、このうち西南に位置する

岩陰を中心とした部分で、以後この箇所を「栃原岩陰」と呼び、遺跡全体を指す栃原岩陰遺跡とは区別し

第1図　遺跡位置図（1：100，000）

－1－



たい。この間の調査については正式な報告書は刊行されていないものの、多くの関連論文等が発表されて

おり（全体を知りうるものは西沢1982、西沢・藤田1993等）、約5．5mの堆積土（遺物包含層）の中から、

縄文時代草創期末～早期を中心に数多くの土器、石器、骨角器、獣骨、そして12体に及ぶ人骨等が確認さ

れている。前述したように、この一連の発掘では基本的に一つの開口部である「栃原岩陰」（I～IV区）を

対象としており、最下部では砂質の旧河床面に達し、一岩陰内のほぼ全ての調査が終了した。同時に1974

年からは「栃原岩陰」の東側（Ⅴ区）の調査を行っている（第3図）。これは「栃原岩陰」以外の岩陰部を

意識した調査だったと思われるが、諸事情により発掘は中断されてしまった。

そして昭和58年（1983）には信州大学人文学部が中心となり、これまでの調査地点よりさらに北東側で

トレンチを設定し発掘調査を行った（第5図）。ここでは包含層を約2．6m掘り下げ、23層に及ぶ層位的発

掘を行っており、その成果は報告書にまとめられている（大参1984）。時代的には縄文早期の他、縄文前

期、中期、そして中世の遺物が出土した。さてこの調査の目的の一つに、「栃原岩陰」とそれに連続する大

小の開口部の関係を明らかにすることがあったが、このうち最も大きな開口部について、地元では「天狗

岩岩陰」と呼んでおり、ここでもそれに従いそのように呼称することとする（第2図・第5図）。なお昭和

55年（1980）の北相木村教育委員会による遺跡分布調査ではこの「天狗岩岩陰」からも土器片などが採取

されていた。

こうして昭和62年（1987）、国の史跡指定を受ける際には、「栃原岩陰」のみでなく、この「天狗岩岩陰．」

も含まれることとなった。しかしその後諸事情が重なり調査は継続せず、「天狗岩岩陰」は手つかずのまま

時を刻んでいた。

第4図は遺跡内の断面図である。断面A－A′は「栃原岩陰」の中央を通るが、この部分は1965年からの発

掘調査により、泥流の壁および砂質の旧河床面が露出している。断面B－B′は「天狗岩岩陰」内部西側の断

面で、天井及び垂直の壁は泥流だが、岩陰内部の床面は平坦な堆積土である。しかし天井のラインを過ぎ

たところで川側に急激な傾斜をなしている。「天狗岩岩陰十の中央部を通る断面C－C′もほぼ同様である。

ただし断面B－B′とC－C′の間には巨大な泥流片が横たわり、「天狗岩岩陰」内部はこれにより分断され上

下2段のテラスを有するかたちとなっている。断面D－D′は垂直の泥流壁から一部急傾斜の堆積土が見受

けられる。なお繰り返すように「天狗岩岩陰」付近の断面は、堆積土を含んだものであり、調査により堆

積土の取り除かれた「栃原岩陰」（断面A－A′）と同じ条件では比較できないが、「栃原岩陰」と「天狗岩岩

陰」とでは開口部の天井で約10mの高低差がある。そして仮に堆積土を取り除いたとき、「天狗岩岩陰」の

奥行きや高さがどのようになるかは、不明と言わざるを得ない。

また、現在「天狗岩岩陰」内部にはお宮などがあり、地元栃原地区の方々が毎年5月に「天狗岩のお祭

り」という行事を行っていることを付け加えておきたい。

－2－
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ll　調査の過程

ll－1調査までの経緯

前述したように栃原岩陰遺跡は既に昭和40～53年（1965～1978）にかけて信州大学を中心に15回に及ぶ

発掘調査が行われ、遺跡西南部の「栃原岩陰」については旧河床面に到達するまでの深度約5．5mの調査が

終了している（第3図I～IV区）。一方昭和58年（1983）には、これより東側でトレンチを設定し（第5

図）、包含層を約2．6m掘り下げ、23層に及ぶ層位的発掘を行い、これまでにない見解をもたらしている0

その後昭和62年（1987）には、当遺跡の歴史的価値が評価され、文化庁より「国の史跡」に指定された。

しかし遺跡東北部の「天狗岩岩陰」とその周辺部は未だその全容が明らかになってはいなかった。

村教育委員会では、栃原岩陰遺跡の持つ歴史的価値を見直し、これを後世に伝えるため、平成4年（1992）

には北柏木村考古博物館をオープンさせ、遺物の展示・収蔵を行い、広く普及に努めている。しかし、遺

跡そのものは泥流部の風化や土砂の流入が激しく、何らかの保存処置が望まれていた。

そこで平成10年（1998）に当遺跡発掘調査参加者や考古学・地質学の専門諸氏、及び村内の関係諸氏に

ょる「栃原岩陰遺跡保存整備委員会」を立ち上げ、国庫補助事業として遺跡の保存整備事業を行っていく

こととなった。これには周辺からの土砂の流入を防ぐことや、遺跡を形作る泥流の風化・崩落を防ぎ遺跡

の保存をはかると同時に、一般見学者等への見学施設の設置の検討等も含まれている。この過程で遺跡の

活用についても多くの意見が出されたが、「天狗岩岩陰」とその周辺の遺跡としての評価が暖味であること

も問題としてあげられ、この部分の考古学的調査がなされないうちは、保存処理や見学者への公開の方法

も最適なものとはならないと考えられた。

そこで平成11年（1999）に、この「天狗岩岩陰」部分の遺跡としての性格を知るための調査として、や

はり国庫補助事業のなかで、北相木村教育委員会による試掘調査を行うこととなった。つまり本調査は、

当初から「天狗岩岩陰」の実体を明らかにするという目的意識の下で計画されたものである。

日－2　調査方法

調査前に以下のような基本方針を設けて発掘調査に臨んだ。

○調査はトレンチ法で行う。当初の予定は4本のトレンチであるが、発掘可能深度、進行状況、出土遣物

等により、随時変更は有り得る。

○岩陰・洞窟遺跡調査の場合、最も難しいのは層位の把握であるが、基本的に本調査でも層位的な発掘を

目指す。

○遺物の出土位置、レベルは全て記録する。

○本調査の目的は「遺跡としての性格を知る」ことにある。よって、重要遺物や遺構が検出されても、調

査の日程等により、必要以上の作業を行わない可能性もある。場合によっては今後の再調査を検討する

こととする。

－5－



Il－3　調査の経過

平成11年（1999）10月4日～13日の10日間で発掘調査を行った。結果的に当初の方針通り、4つの試掘ト

レンチを設けた（第5図）。トレンチの位置は任意的であるが、遺跡全体の様子を知る資料となり、かつ調

査に通した場所かどうかを検討して決定した。基本的に1mX2mのトレンチを設定したが、2号トレン

チは傾斜に沿い川側に延長、3号トレンチは地中の泥流を避けるため岩陰内部に向かい拡張している。さ

らに4号トレンチ付近は傾斜がきつく、安全性を考慮し、1mXlmのトレンチとした。遺物は当初の計

画通り、それぞれのトレンチで層位ごとに取り上げ、位置、レベルも記録した。

刻々と変化する状況の中、調査は非常にゆっくりとしたペースを余儀なくされたが、貴大の問題は、堆

積土の内部に予想を上回る量と大きさの泥流片（天井部などの落盤と思われる）が見られ、深く掘り進め

ることが難しいことであった。しかし、限られた時間や人手のなかで、特に危険を伴うような作業は避け

る意味からも、深追いをせず、掘れる部分を掘ったというのが実状である。

そのような状況であったが、結果的に上記の4つのトレンチで得られた情報で、「天狗岩岩陰」の大まか

な状況は把握出来るものと判断し、トレンチの追加は行わなかった。遺物も土器・石器・獣骨類等が出土

し、炭化物や土層のサンプルについては放射性炭素年代測定（14C年代測定）を行うことも出来た。

なお、本文及びセクション図等において、各トレンチの壁を「北面」、「西面」というような言葉で説明

しているが、これは現地において、岩陰内部を「北」、川側を「南」と呼んでいたことによるもので、必ず

しも正しい方位ではない。しかしながら遺跡の様子を示す情景としてはふさわしいと考え、あえてそのま

ま使用している。

－6－
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＝　調査内容・出土遺物

＝－11号トレンチ

1号トレンチは、「天狗岩岩陰」の上下2段に分かれたテラスの下部に設けたトレンチである（第5

図）。位置的には1983年の調査区に最も近い。1×2mの調査区を設定したが、既に地表面で見えていた泥

流片（泥流の落盤と思われる）が予想以上に広がった他、大小多数の泥流片に阻まれ、地表下約1mで調

査を断念した。結果この最深部の面積は約0．24m2と狭くなってしまった（第6図）。堆積土は5層に分層出

来た（第6図）。川側に向かって各層が緩やかに傾斜する傾向が見て取れる。最深部には石材不明の平石が

姿を見せた。取り上げることが不可能だったため、詳細は不明だが、明らかに泥流片とは違っており、石

器、あるいは遺構の一部の可能性もある。また14C年代測定法による実年代の測定を2層出土の炭化物につ

いて行っており（試料名12750　p21・p22参照）、補正年代210±40BP（1950年より210±40年前）という

結果が出ている。

出土遺物（第8～9図）

遺物は1－5層の各層から出土した。

第1層からは土器片1点が出土した。第8図1は中世内耳土器の底部と判断した。第2層からも内耳土

器が出土している（第8図2～4）。胎土などから1～4は同一個体と思われ、内面には円状の整形痕があ

り、外面は細かな凹凸がやや多い。なお、色調がやや異なるものの、調査時の表面採集（1983年トレンチ

および2号トレンチ側で採集）で見つかった5とも同一個体の可能性が高いため、1号トレンチ出土では

ないがここに図を載せておいた。いずれにしろ平底化しており15世紀後半から16世紀の所産とされるもの

に近い。またよく似た個体が1983年の調査でも確認されている（同一個体の可能性もある）。前述したよう

に2層からは炭化物が1点出土し、年代測定を行っているが、この結果は2層から見つかった遺物の年代

と大きなずれはないと言えそうである。

第3層からは土器片が出土した。第8図6は土師器の小片である。内外面にロクロによる調整が見える。

7は底部の破片で、良く磨かれており、表面は縦、裏面は横方向のミガキが確認出来る。しかし底部のエ

ッジや断面はかなり摩耗している。弥生中期～後期のものと思われる。

第4層からは土器片、石器が出土した。第8図8～9は前期初頭から前半の土器で、胎土に繊維を含ん

でいる。8は口綾部で口唇が調整によりシャープなエッジを成している箇所もある。9は底部に近い破片

と思われ、同じ縄文原体による異方向の施文が見られる。10～14は前期後半諸磯式の土器である。10は諸

磯a～b式と思われ沈線による木の葉状の文様が連続するが、硬く焼けており内面の調整も丁寧である。

11、12は諸磯C式の口綾部で、どちらも口縁を周る隆帯に刻みが入り、その下は横位の沈線文の上にボタ

ン状貼付文があるが、11の方が沈線が細く浅い。13、14も諸磯C式からそれに続く段階の胴部破片と思わ

れる。第9図15は中期中葉の土器片で、立体的な突起部であるが大きく欠損している。16は薄手で幅広く

浅い沈線が施されている。中期復業から後期の土器と思われる。17－20は表面に縄文が施されているが時

期の決定が難しい。この他には図示していない時期不明の小破片1点がある。

第4層から出土した石器は3点であった。第9図21はホルンフェルス製の小型の打製石斧とも思える石

－8－
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器で、22は黒曜石製の石鉄であるが二次加工の及んでいない箇所が両面に見える。23は自然面を多く残す

黒曜石の剥片で、明確な二次加工が見える。

第5層からは石器が出土した。図示していないが黒曜石の少破片3点が出土している。

堆積土の評価

以上のように、遺物はほぼ年代順に堆積し、年代分析の結果もこれに矛盾しないこと、あるいは1983年

の調査時には遺構（石組み炉）も確認されている事実からして、1号トレンチ付近の堆積土は、撹乱の少

ない良好な遺物包含層と予想できる。

‖－2　2号トレンチ

2号トレンチは、川側に画した急角度の斜面部に設定した（第5図）。堆積土はほぼ斜面の傾斜に沿って

おり、水平の堆積は見られなかった（第10図）。また各層に含まれる泥流片は、1号トレンチよりも小振り

ではあるが、量は多いものであった。なお、14C年代測定法による実年代の測定では、3層の土層サンプル

（試料名12751p21・p23参照）で補正年代8460±40BP（1950年より8460±40年前）、5層のサンプル（試

料名12752　p21・p24参照）で補正年代3950±50BP（1950年より3950±50年前）と層位と年代が逆転して

おり、試料の不確かさ、あるいは何らかの理由による二次的な堆積の可能性が浮かぶ。

出土遺物（第12～13図）

遺物は1層、2層、3層、及び6層から出土した。なお、本トレンチ及び3号トレンチでは獣骨等の自

然遣物が出土しているが、ほとんどが破砕資料で、人為的な加工の痕跡の有無などは確認出来ないものが

ほとんどであった。唯一2号トレンチ3層出土の資料に、カットマークのあるものが認められたが、それ

も含め動物種の区分や形状等はIII－5および付表3～5・写真図版10～12を参考にされたい。

1層からは土器・石器・骨類が出土した。第12図1は条痕文の付いた土器と思われ、内外面に条痕が見

られる。2は底部の破片であるがやはり内外面に条痕が見られる。どちらも条痕は浅く、胎土に繊維は含

まれていない。縄文早期と思われるが、それ以外の時期の可能性も考えておきたい。3はやや大型で青白

いチャート製のスクレイパー。一辺に片面からの二次加工を施して刃部を設けている。4は黒曜石の剥片

でわずかではあるが二次加工が見られる。5は黒曜石の残核で、一部に二次加工がありスクレイパーに転

用していたのかも知れない。6は硬質頁岩製のスクレイパーで、一辺に分厚い刃部を設けている。

2層からは石器・骨類が出土している。3層からも少数ながら骨類が出土している。このなかには石器

によると思われるカットマークが認められたものもあった（II－5参照）。また2層及び3層ではトレンチ

北面側で獣骨がやや集中して出土している（第11図）。

6層では石器と獣骨類及びクルミが出土している。第13図7は砂岩製の磨石あるいは砥石であろう。8

は石英安山岩の磨石あるいは石皿の一部と思われる。9は自然画を残す粘板岩製の剥片で、一部に二次加

工が施されている。10は黒曜石製の一見石鉄然とした石器であるが、二次加工は極めて少なく、スクレイ

パーと呼ぶに留めたい。11は黒曜石の小型残核で不規則な方向からの剥離は縄文時代に多く見られるもの

であると言えよう。
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堆積土の評価

2号トレンチは、14C年代測定法で出た数値と層位とが逆転しており、遺物の出土状況も年代順とは言い

難いもので、何らかの理由による二次的な堆積の可能性が強い。しかしこれが必ずしも自然作用によるも

のかどうかは定かではなく、あるいはより岩陰の奥で生活していた人間の廃土という可能性もある。ただ

し1層の下に位置する6層で現代の廃棄物と思われるものも出土しており、極めて新しい時期に土の移動

があったとすべきかも知れない。いずれにしろ土器や石器、獣骨を含む多量の遺物を含むことから、この

供給源を想定していく必要はあるが、いまのところ不明と言わざるを得ない。

川－3　3号トレンチ

現状で風雨を凌ぐのに最も通した場所は、「天狗岩岩陰」の内部、上段のテラス部分である。本トレンチ

はその中で地区のお宮等の無い西側に設定した（第5図）。当初1×2mの調査区を設定したが、遣物出土

量と、発掘深度の関係から後に拡張している。それでもやはり泥流の落盤に阻まれ、最終深度の地表下1．4

mまで掘り得たのはトレンチ北側のわずかな部分に過ぎない（第14図）。表面に近い部分（1層）は砂質の

層で、他のトレンチでは見られないものであった。掘り進むうちに土といえる堆積になっていったが、各

層に人頭大以上の泥流片が多量に含まれており、調査は困難なものであった。なお14C年代測定法による芙

年代の測定では、3層出土の炭化物（試料名12754　p21・p26参照）で補正年代400±40BP（1950年より

400±40年前）、同じく3層の土層サンプル（試料名12753　p21・p25参照）で補正年代990±60BP（1950

年より990±60年前）、6層の土層サンプル（試料名12755　p21・P27参照）で補正年代2410±50BP（1950

年より2410±50年前）、となっている。

出土遺物（第16図）

遺物は2層、3層、5層、6層から出土した。

2層からは古銭、土器、石器が出土している。第16図1は江戸期の寛永通宝で、背に「文」の字が刻ま

れた寛文8年（1668）以降の「新寛永」であるが、より詳しい分類には及ばなかった。2は平安時代土師

器の小形聾の口綾部破片であろう。3は石英斑岩製の磨石とも思える石器である。周縁部にわずかだが磨

り痕が見られる。但し、遣物そのものによる時代の判定は難しい。

3層からは土器、骨類及び炭化物が出土しているが、炭化物は年代分析に使用した。4は土師器で埠の

底部破片である。内面黒色で底部に糸切りの跡が見られる。平安時代10世紀前後の所産であろう。

6層からは土器、石器、骨類が出土している。5は弥生中期から後期の土器の胴部破片と思われるが、

細かな時期や器種は特定できない。外面は条痕がある。6も弥生中期から後期の土器の破片と思われるが、

やはり時期や器種は特定Lがたい。内面はヨコ方向、外面はタテ方向のミガキがなされている。

堆積土の評価

遺物はほぼ年代順に堆積している。さらに行った年代分析の結果も層の上下での矛盾はない。だが3層

出土の炭化物（試料名12754）で400±40BP、同じく3層の土層サンプル（試料名12753）で990±60BPとや

や幅があり、また6層の土層サンプル（試料名12755）での2410±50BPという数値も、同層の出土の遺物（第

16図5・6）とは若干の年代差が認められる。しかしこれらの数値を信ずるとしても、これらは土層その

ものの年代幅としてもよいのではないかと考える。基本的には時代順に堆積した遺物包含層と評価したい。

－16－
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く2屑〉

く3層〉

第16図　3号トレンチ出土遺物
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lll－4　4号トレンチ

「天狗岩岩陰」の開口部から東に約7mの所に設定した（第

5図）。急傾斜で、木の根が縦横に走っており、地表から約

0．7mまでの掘り下げに留まったが、遺物は確認されず、堆

積土も表土の黒色土が若干の変化を持ちながら傾斜にそっ

て続くのみで（第17図）、遺物包含層からははずれていると

判断出来た。なお堆積土中の泥流片は、背後の垂直な泥流

露出部（第4図　断面D－D′）から落ちたものと考えられ

る。

II1－5　自然遺物について

本調査では2号トレンチから獣骨70点とクルミ1点、3

号トレンチから獣骨12点が出土した。

獣骨類は原形を留めてはおらず、表面が風化したものも

多い。しかし、わずかな面積の調査でもこれだけの獣骨類

4号トレンチ土層説明

・1層……黒褐色表土層。しまり、粘性ともに弱くばさば
さしている。泥流片は含まれない。

・2層……黒褐色土層。1層に似るがやや粘性有り0拳一人

頭大の泥流片を多く含む。
・3層……黒褐色土層。1，2層よりやや明るく、しまり

もやや有る。泥流片も含むが、2層よりは少ない0

第I7図　4号トレンチセクション図（1：20）

が出土するという事実は、これまでの調査もあわせ栃原岩陰遺跡の大きな強みとも言える。それはともか

くほとんどが破砕資料であるという事は、それが人為的な行為によるものかどうかの判別が、考古学的に

は重要な課題となる。だがやはり断片的な資料からでは判断不能の場合が多く、とくに所謂スパイラル剥

離と呼ぶような骨の破砕方法を考え得る資料も含まれているかと思われ、今後の大きな課題である。

今回唯一明らかに人の手による加工痕と確認出来るものを第18図に掲載した0これは2号トレンチ3層

出土のシカの指骨で、間接部に近いところに、石器によると思われる傷（かソトマーク）が見える0動物

解体時、腱を切り離す際に出来たものであろうか。

またこれとは別に、自然史的な資料としての鑑定を行った0微細な資料については動物種の判別も難し

いものも含まれていたが、2号トレンチではニホンジカ、イノシシ、ツキノワグマ（カモシがが認めら

れ、3号トレンチではニホンジカ（イノシシ、カモシカ）が認

められた。

全体として部位は長骨（四肢骨）という骨角器の材料になり

やすいものが多いが、あくまで限られた面積の調査であるため、

遺跡全体の傾向とは言い難い。実際「栃原岩陰」の過去の調査

では様々な部位の骨（角、歯を含む）が見つかっている0

なお、これらの分類及び形状は付表3－5・写真図版10～12

を参照されたい。

－19－

第18図　カットマークのある獣骨片

（写真図版1卜39　3：－2）



‖－6　放射性炭素年代測定について

本調査では遺物等の年代を確実なものとし、あわせて各層位の堆積状況を考えるため14C年代測定法に

よる芙年代の測定を行った。全体で6点の測定を行ったが、用いた試料は1号トレンチ2層出土の炭化物、

2号トレンチ3層の土層サンプル、2号トレンチ5層の土層サンプル、3号トレンチ3層の土層サンプル、

3号トレンチ3層出土の炭化物、3号トレンチ6層の土層サンプルの6点である。このうち各層の土層サ

ンプルとは層毎の土500gを金属製の移植ゴテで採取後アルミホイルで包み、その中から有機物を探し分析

したことを指す。調査分析は株式会社地球科学研究所が行い、応用地質株式会社がとりまとめた。結果は

既にIII－2・3でも記しているが、以下に調査データを掲載する。

報告内容の説明

〟C聯かの　　‥14C年代測定値

試料の14C／12C比から、単純に現在（1950年AD）から何年前（BP）かを計算した年代。
半減期として5568年を用いた。

握がイC拶　：補正14C年代値

0／鋤　　試料の炭素安定同位体比（13C／12C）を測定して試料の炭素の同位体分別を知り14C／12Cの

測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。

dL3ca？emi〃　：試料の測定14C／12C比を補正するための13C／12C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質（PDB）の同位体比からの千分偏差（鋤で表
現する。

が3C（‰）＝
（13C／12C）［試料］－（13C／12C）［標準］

（13C／12C）［標準］

ここで、（13C／12C）［標準］＝0．0112372である。

×1000

眉F　辛㍉作 ：過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算出す

る。具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定、サンゴのU－Th年代t14C年代の比較によ

り、補正曲線を作成し、暦年代を算出する。最新のデータベース（“INTCAL98Radi∝artX）n

AgeCa＝bration”stuiveretal，1998，Radiocarbon40（3））により約19000年までの換算が
可能となった。＊

＊但し、10000yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので、補正前のデータの保管を推奨します。

彪定方法など仁厨するデ」タ

測定方法　AMS　：加速器質量分析
－

Radiometric：液体シンチレーションカウンタによるβ一線計数法

処理・調整・その他：試料の前処理、調整などの情報

前処理　acid－alkaIトacid：酸－アルカリー酸洗浄

acid washes：酸洗浄

acid etch：酸によるエッチング

none：未処理

調整、その他

分析機関

BulkqLow Carbon Material：低濃度有機物処理

Bone CoHagen Extraction：骨、歯などのコラーゲン抽出

CeHulose Extraction：木材のセルロqズ抽出

Extended Counting：Radiometricによる測定の際、測定時間を延長する

BETA ANALYTICJNC．

4985SW74Court，Miami，FL33155，〕．S．A．
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C14年代測定結果
試料データ　　　　　　　　　C14年代（yBP）　　613C　補正C14年代（yBP）

（Measured Cl4age）（Permil）（ConventionalC14age）

Beta－136669

試料名（12750）lTrNO．5（炭化物）

測定方法、期間standard－AMS

試料種、前処理などcharredmaterial

250±40　　　　　　　　－28．0　　　　　210±40

acid－alkal主acid

Beta－136670　　　　　　　　　　　　8450±40　　　－24・5

試料名（12751）2Tr3Lay（2号トレンチ3層土層サンプル）

測定方法、期間Standard－AMS

試料種、前処理などorganicsediment aCidwashes

8460±40

Beta－136671　　　　　　　　　　　3950±50　　　－24・7

試料名（12752）2Tr5Lay（2号トレンチ5層土層サンプル）

測定方法、期間Standard－AMS

試料種、前処理などorganicsediment aCidwashes

3950±50

Beta－136672　　　　　　　　　　　　960±60　　　　－23・6

試料名（12753）3Tr3Lay（3号トレンチ3層土層サンプル）

測定方法、期間radiometric－Standard Bulk－LowCarbonmaterial

試料種、前処理などorganicsediment aCidwashes

990±60

Beta－136673

試料名（12754）3TrNO．6（炭化物）

測定方法、期間Standard－AMS

試料種、前処理などcharredmaterial

400±40　　　　　－24．7　　　　　400±40

acid－alkali－aCid

Beta－136674　　　　　　　　　　　　2390±50　　　－23・9

試料名（12755）3Tr6Lay（3号トレンチ6層土層サンプル）

測定方法、期間Standard－AMS

試料種、前処理などorganicsediment aCidwashes

2410±50

年代値はRCYBP（1950．AD．を0年とする） で表記モダンリファレンススタンダードは、国際的な慣例として、NBSOxaIicAcidのC14濃度の

95％を使用し、半減期はリピーの5568年を使用した。エラーは1シグマ（68％確率である0
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CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

（Ⅵ前ables：Cl封C12＝－28：1abmult．＝1）

LaboratoryNumber：　Beta－136669

Conventionalradiocafbonage：

Calibratedresults：

（2sigma，95％probability）

Interceptdata：

Interceptofradiocafbonage

withcalibrationcurve：

1sigmadibratedresults：

（68％probability）

（
d
e
 
O
b
。
u
O
q
L
．
U
O
等
。
α

210±40BP

calAD1640to1690（CalBP310to260）and

calAD1730to1810（CalBP220to140）and

calAD1925to1950（CalBP25toO）

CalAD1665（CalBP285）

CalAD1650to1675（CalBP300to275）and

calAD1765to1800（CalBP185to150）and

calAD1940to1950（CalBPlOtoO）

Refbrences：

Cα1めrαfo乃上）αねあα∫e

gdiわridCo別間e乃f

∫〟iveち〟Ⅴα〝derPJic毎丑，1卯風月αdocαr O〃40働グrii一刀前

脚Ⅱ卯月αdocαr O乃dgeCαめrαfo〝

∫加iveち〟二，e乙αろ19残月αdocdr O〃40仰〆041－10βj
肋娩e肌αric∫

4∫吻研αd4畢rOdC　わCαJ妨rα加gC14かαfe∫

一一　　　　　乃短α，4・∫・物geJ C，1卯4月。docdr O〃35仰〆17－322

BetaAnalyticRadiocarbonDatingLaboratory

49β5£併〃娩Co〟rち〟お肌ちダわγiddj31551乃JJ仰明朗7－5167■凡はご00刃663－0964■五一m威し毎血＠rαdわcdrあ0私CO椚
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CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

（Ⅵdables：C13／C12＝－24．5：labmult．＝1）

LaboratoryNumber：　Beta－136670

Conventionalradiocarbonage：　8460±40BP

calibratedresults：　CalBC7580to7490（CalBP9530to9440）

（2sigma，95％probability）

Interceptdata：

Interceptofradioca止onage

withcalibrationcurve：　CalBC7540（CalBP9490）

1sigmacalibratedresults：　CalBC7565to7520（CalBP9515to9470）

（68％probability）

糾占0±佃BP OR餅肌IC SEDIHEト汀

（
d
e
 
O
官
u
O
q
L
q
U
O
召
叫
∝

7500

⊂■l BC

References：

CαJめrαfo〃βαα　α∫e

gdわrd Co椚椚e〃r

∫加ルeち服，Vα〃derPJic毎払Jp喝月αdわcdrお酌紺且白痴山前

椚田卯月ddocαr O〃dgeCαめrαわ〃

∫加fveち誰，ef．α日夕残月ddocαr O〃　叩ノ〆似1－10βj

肋娩e刑αfic∫

4∫〝甲埴αd．セ甲rOαC　わCα抽rα軸C14上）細∫

＿＿　　　　7肋α，4・∫リ侮eJCリノ夕の月ddわCαrO〃35似〆17－322　　　－－・　　　　　　－

BetaAnalyticRadiocarbonDatingLaboratory

49β5∫．併〃娩Co叫〟α肌紬ridα33155■乃叩05ノ667－5167・凡ズごβ鋤663－0964・£一肌彿「如血＠rαdわcdrb0〃・CO椚
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CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

（Ⅵdables：Cl封C12＝－24．7：labmult．＝1）

LaboratoryNumber：　Beta－136671

Conventionalradiocafbonage：　3950±50BP

Calibratedresults：　CalBC2575to2300（CalBP4525to4250）

（2sigma，95％probdbility）

Interceptdata：

Interceptofradioca止onage

withcalibrationcurve：　CalBC2465（CalBP4415）

1sigmacalibratedresults：　CalCalBC2485to2430（CalBP4435to4380）

（68％pmb油il痺）

（
生
巴
‥
乳
首
u
O
q
L
鵡
U
O
召
還

Refbrences：

Cα1妨rdわ〃上）αねあα∫e

gdわrα　Co用例e〃′

∫〟iveち〟二Vα乃derPlic毎且，1タダ風月αdocαr O〃40働p∬ii一刀五

m夕β月αdわCαrあ0〝dgeC誠わrα如〃

∫加iveち誰，ef．α目地月αdocαrO〃4叩Jpl握1－10βj
肋娩e肌αfic∫

』∫〝甲研αdノ押rOαC　わCα1妨rα加gC14かαfe∫

一一　　　　　乃短α，4・且，晦eろJ Cリノ甥勉docdr O〝j5似pj17－322　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

BetaAnalyticRadiocarbonDatingLaboratory

49β5且研〃娩Co〟rち〟ね幼者oridα33155■乃JJP0刃667－5167■凡は串0刃663－0964■五一川場〟．・わeJα＠rddiocαrわ0私CO椚
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CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

（Ⅵdables：Cl封C12＝－23．6：labmult．＝1）

LaboratoryNumber：

Conventionalradiocad）Onage：

Calibratedresults：

（2sigma，95％probdbility）

Interceptdata：

Interceptofradiocafbonage

Withcalibrationcurve：

1sigmacalibratedresults：

（68％pmb油il痺）

Beta－136672

990±60BP
ヽ、＿（

CalAD965to1185（CalBP985to765）

CalAD1025（CalBP925）

CalADlOOOtolO50（CalBP950to900）and

calAD1095to1140（CalBP855to810）

Refbrences：

C（71めrαfo〃βαα。∫e

£diわriαJCo肌用e乃J

∫加iveち∬，Vd乃derPJic毎払1卵塔凡通玩脚玩酢紺且白痴ね茄
mpβRddわCαrあ0〃dgeC誠あrα如〝

∫加ルeち服，ef・α日喝月αdocαr O〝4叩ノ〆4－1紺j
肋娩e椚αがC∫

4∫〝甲埴dd4畢rOαC　わCα助rα血gC14上）αfe∫

乃毎－4－且，晦e打Cリ却均月αdocdrO〃35似〆17－322　　　　　　　　　　　　　＿＿＿

BetaAnalyticRadiocarbonDatingLaboratory

49β5∫・併〃娩Co叫〟α間者orゐ33155・乃／讃（均667－5167■励ズごβの神の一09641LE一肌威し短血＠r誠ocαrわの．CO椚
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CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

（Ⅵdables：Cl封C12＝－24．7：labmult．＝1）

LaboratoryNumber：

Conventionalradiocarbonage：

Calibratedresults：

（2sigma，95％probability）

Beb－136673

400±40BP

calAD1430to1525（CalBP520to425）and

calAD1560to1630（CalBP390to320）

Interceptdata：

Interceptofradiocafbonage

withcalibrationcurve：　CalAD1460（CalBP490）

1sigmacalibratedresults‥　CalAD1445to1500（CalBP505to450）

（68％probability）

References：

C（ZJめr（打0〝βαα　α∫e

gdわrd Co用例e〃f

∫加iveち〟二，Vd〃derPlic毎払19喝月αdfocαr占0〃4叫動グ前一刀崩

Ⅳ化此卯月ddocαr O〃dgeCdJめrαわ〃

肋iveち〟二，ef．α日邦喝Rddocαr O〃40働〆0射」0βj
肋娩e肌αfic∫

』∫〝甲獅d．東軍rOαC　わCd〟rα軸C14かαfe∫

＿＿　　　　乃南峰4・∫リ侮e打Cリ1993月ddocdrO〃35似ク封7－322　　　－　　　　　　　－

BetaAnalyticRadiocarbonDatingLaboratory

4卵5∫．併〃娩Co叫〟iα幼君oriddjjJ55．乃／車鋤667－5167H凡配βの錘の－0964・£一別誠二わefα＠rαdわCαrわ0仇CO椚
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CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

（Ⅶdables：Cl封C12＝－23．9：1abmult．＝1）

LaboratoryNumber：　Beta－136674

Conventionalradiocafbonage：　2410±50BP

Calibratedresults：　CalBC770to390（CalBP2720to2340）

（2sigma，95％probability）

Interceptdata：

Interceptofradiocatbonage

Withcalibrationcurve：　CalBC415（CalBP2365）

1sigmacalibratedresults：

（68％probability）

CalBC740to710（CalBP2690to2660）and

calBC535to400（CalBP2485to2350）

0▲
U↓2

（
急
〓
型
冨
　
u
O
q
L
付
U
O
召
坤
∝

Refbrences：

CαJめr（汀0乃上）dJαあα∫e

朗iわriαJCo椚椚e／zf

∫加ルeJl〟，Vα〝der乃ic如且，19卵，月αdわcdr O〃4働p誠一五五

m夕β月αdiocαrあ0〃dgeCdJめrd如〝
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lV　ま　と　め

天狗岩岩陰の評価

これまでに述べてきたように、今回の調査は栃原岩陰遺跡内「天狗岩岩陰」を、遺跡としてどう位置付

けるかが目的であった。結論を述べるならば、「天狗岩岩陰」は広い年代幅を持った遺物包含層を有する良

好な岩陰遺跡であることが明らかになったと言える。

ではここでもう一度本調査の成果を各トレンチごとに記しておこう。

01号トレンチでは年代順に中世、古代、弥生、縄文各期の遺物が出土した。また2層で出土した炭化物

を年代測定し、西暦1740年前後（210±40BP、但し較正により出されている暦年代は西暦1665年）という

結果が得られた。これは同2層出土の内耳土器の年代とややずれるが、堆積土の持つ年代幅とも考えら

れる。

02号トレンチでは縄文早期と思われる土器片、縄文期と思われる石器、そして自身は年代的な属性を持

たないが多数の獣骨が出土した。また土層サンプル中の有機物を2点年代測定し、3層で紀元前6510年

前後（8460±40BP、但し較正により出されている暦年代は紀元前7540年）、5層で紀元前2000年前後

（3950±50BP、但し較正により出されている暦年代は紀元前2465年）という結果が出ており、上下で年

代が逆転している（3層が5層の上に位置している）。

03号トレンチでは江戸期、古代（平安時代）、弥生時代の遺物が年代順に出土した。また自身は年代的な

属性を持たないが多数の獣骨が出土した。さらに土層サンプル中の有機物を2点、出土した炭化物1点

を年代測定した。3層では土層中の有機物を分析し、西暦960年前後（990±60BP、但し較正により出さ

れている暦年代は西暦1025年）という結果が出た。この層の出土品には土師器があり、年代もほぼ一致

したとする事が出来る。ただし同じ3層出土の炭化物を分析したところ西暦1550年前後（400±40BP、但

し較正により出されている暦年代は西暦1460年）という結果が出た。また弥生土器が確認された6層で

は土層中の有機物を分析したところ紀元前460年前後（2410±50BP、但し較正により出されている暦年代

は紀元前415年）という結果が出た。ややずれがあるが、先の3層も含め、堆積土の年代幅で良いのでは

ないかと考えられる。

04号トレンチでは、遣物遺構は確認出来ず、堆積土は遺物包含層とは認められなかった。

これらを踏まえた大きな成果の一つは「天狗岩岩陰」の内部（1号・3号トレンチ）において、撹乱の

少ない良好な遺物包含層が、年代順に堆積していることが確認出来た点である。1号トレンチでは上から

中世末の内耳土器、古代の土師器、弥生土器、ついで縄文中期から前期の土器及び石器という具合に出土

した。3号トレンチでは江戸期の寛永通宝、古代土師器、弥生土器片とやはり年代に沿って出土が確認さ

れた。但し2層から出土した石器（第16図3）の年代については、縄文時代ともとれるがそれ以降のもの

の可能性もあり、年代順の堆積ということに大きな支障をきたすことはないと思われる。さらに今回行っ

た放射性炭素年代測定もこれを補強する結果と見てよさそうである。また3号トレンチでは、この良好な

包含層の中から獣骨が数多く出土している。さらに付け加えるならば、今回の調査では両トレンチとも発

掘の深度はさほどでないが、より深い部分にはさらに年代の下る包含層が存在する可能性もある。

－28－



次に挙げるべきことは、2号トレンチの調査で、岩陰内部から川側に出た部分では、年代順ではないも

のの、骨類を含む大量の遺物が包含されることが明らかになったことである。特に今回の調査では最も古

い縄文時代早期と思われる遺物が出土している。この堆積が、人為的なものかあるいは自然現象によるも

のかまでは不明であるが、我々の祖先の遺物が残されていることは明らかである。さらに4号トレンチの

調査では、この遺物を有する堆積土の範囲が岩陰部の直下以外には大きく広がらないであろうことが予想

できた。このことは、今後栃原岩陰遺跡の保存や活用を考える上で、大きな指標となり得るであろう。

また、本調査で確認出来た事実は、当地城の歴史を考える上でも今後外すことが出来ない。

縄文時代では縄文早期、前期、中期の土器が確認出来た。前期・中期は1号トレンチからの出土で、諸

磯期と井戸尻期に訪れた人間がいることは間違いなかろうが、両時期とも村内の閑地遺跡からも出土が確

認されており、今後岩陰遺跡の意味を考える上で貴重な発見であった。また特に中期に関しては、1983年

の調査でも初頭の土器が出土しており、「縄文王国」とも称される八ヶ岳山麓を西に臨むなか、特殊な立地

の遺跡として重要な位置を占めよう。

弥生時代では中期から後期と思われる土器の底部付近の破片が3点確認出来たに過ぎないが、約1km下

流の小海町天狗岩洞穴でも弥生後期の遺物が出土しており（天狗岩洞穴発掘調査団1999）、既に水田稲作の

なされるなか、山間部での生活・生業、あるいは集団の問題として、考えるべき事は多い。

古代では土師器片3点（うち2点は平安時代）が出土しているが、数少ない北相木村の発掘調査におい

ては、栃原岩陰遺跡より約4km上流の坂上遺跡（北相木村教育委員会2000）、さらに8km上流の木次原遺跡

（平成14年度報告書発行予定）で、遺構遺物が確認されている。現時点では細かな年代まで言及Lがたい

が、やはり当地での生業を考える材料になるだろう。

中世では内耳土器が表採品を含め1ないし2個体出土している。このような内耳土器は1983年の調査で

も確認されており、本遺跡でこの時期に何らかの利用があったと考えられる。同じ千曲川水系に属する上

高井郡高山村の揚倉洞窟でも同じような事例がある（永峯2001）。村内には約4km上流に相木城が存在して

いた。相木城は15世紀末から16世紀前半に相木氏（阿江木氏）が築上、天正10年（1582）には徳川方に属

す三枝昌書が攻め入り落城させ、以後廃城になったらしい。この激動の戦国期の人々の動きと、村内の岩

陰も何らかの関係があったのかどうか、興味ある点である。

近世では寛永通宝が一点出土した。現代も行われている信仰の関係かとも考えられるが、付近の住民の

話では、村内の別の岩陰で博打が行われており、銅貨が大量に拾えたという話が伝わっているという。そ

のような見方も必要かも知れない。

次に反省点・問題点を挙げておこう。今回の調査結果からは、少なくとも「天狗岩岩陰」が、良好な遺

物包含層を有することはつかめたが、西側の「栃原岩陰」との関連を諭ずるには至れなかった。「栃原岩陰」

で確認されている遺物の年代とは依然隔たりがあり、層位的な関係も見出していない。

また1号及び3号トレンチで見られた時代順の遺物包含層と2号トレンチで見られた遺物を含んだ堆積

土との境界は明確には分かっていない。さらにこの二次堆積とも思われる堆積土の供給源や要因は不明で

ある。

このようにまだわれわれが調査すべきことは多いが、「天狗岩岩陰」内部はもちろん、その前面の傾斜部

にも遺物が包含されていること、さらにこの内部が今現在も地元栃原地区の信仰の場であることなどを考

えれば、むやみに調査範囲を拡げるのではなく、むしろ現状を保ち、これを後世に伝えるためにこそ今回

の成果を利用すべきと考える。

栃原岩陰遺跡に含まれる「栃原岩陰」はすでに述べるまでもないが、その北東に位置する「天狗岩岩陰」
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も含め、今後私たちは、長い期間生活あるいは信仰の場として機能していた「村の歴史に欠くことの出来

ない遺跡」として、守り伝えていく責務が生まれたと言えるだろう。
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写真図版



図版　1

天狗岩岩陰全景

県道より見上げる

天狗岩岩陰1

やや西側から

天狗岩岩影2

やや東側から



図版　2

天狗岩開口部1

上段のテラス部より

天狗岩開口部2

最探部のお宮群

トレンチ位置関係

3号トレンチは1号トレンチの奥に位

置する



1号トレンチ調査前

県道を見下ろす下段のテラス部に設定

1号トレンチ調査風景

1号トレンチ平石

取り上げていないため、詳しいことは不明

1号トレンチ調査終了

巨大な泥流が横たわる

2号トレンチ調査前

県道に画する急斜面に設定



2号トレンチ調査風景

2号トレンチ調査終了

トレンチ南側から

2号トレンチ獣骨集中区

2層及び3層でやや集中して出土

3号トレンチ調査前1

天狗岩上段テラスに設定

3号トレンチ調査前2

奥にお宮が見える

3号トレンチ調査風景



3号トレンチ北壁

表層（1層）は砂質であった

3号トレンチ調査終了1

トレンチ西側から

3号トレンチ調査終了3

トレンチ内に泥流が見える

4号トレンチ調査終了

木の根が伸び、泥流片が多く含まれる
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2号トレンチ・3号トレンチ出土遺物



図版　9
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